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(57)【要約】
　タバコ材料を含有する水性スラリーを調整し（１０）
、これをシート状に形成する（２０）ことにより、高含
有量のエアロゾルフォーマを有する再構成タバコシート
を製造する。シートの含水量を約５０重量％未満に減少
させ（３０）た後に、約４０℃未満の温度にすることが
できるグリセリンなどのエアロゾルフォーマを加える（
４０）ことができ、その後シートを乾燥させる（５０）
。シートをたたき、天然タバコ片と混合し、喫煙物品の
カット充填剤に細断することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　再構成タバコシートを作成する方法であって、
　タバコ材料を含有する水性スラリーを調整するステップと、
　前記水性スラリーからシートを形成するステップと、
　前記シートの含水量を約５０重量％未満に減少させるステップと、
　約４０℃未満の温度の状態にあるエアロゾルフォーマを前記シートに加えるステップと
、
　前記シートを乾燥させるステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記エアロゾルフォーマがグリセリン溶液である、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記グリセリンが、前記乾燥シートの約５０重量％までの量で添加される、
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記シートを形成するステップが、前記タバコ材料を可溶性部分と繊維性部分とに分離
するステップと、前記可溶性部分を加えずに前記繊維性部分から前記シートを形成するス
テップと、
をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記グリセリン溶液が、乾燥後に非粘着シートを生成するのに効果的な量で添加される
、
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　（ａ）前記グリセリン溶液が、約２０体積％から８０体積％のグリセリンを含有し、
　（ｂ）前記グリセリン溶液が、約５０体積％から８０体積％のグリセリンを含有し、
　（ｃ）前記グリセリン溶液が、約７５体積％から８０体積％のグリセリンを含有し、又
は、
　（ｄ）前記グリセリン溶液が、約５０体積％のグリセリンを含有する、
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　（ａ）前記エアロゾルフォーマを加える前に、前記シートの含水量を約４５重量％以下
に減少させるステップか、又は、
　（ｂ）前記エアロゾルフォーマを加える前に、前記シートの含水量を約３０重量％未満
に減少させるステップか、
を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記シートの含水量を約３０重量％未満に減少させるステップを含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　（ａ）前記エアロゾルフォーマが、約３５℃未満の温度の状態にあり、
　（ｂ）前記エアロゾルフォーマが、約３０℃未満の温度の状態にあり、又は、
　（ｃ）前記エアロゾルフォーマが、約２５℃未満の温度の状態にある、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記タバコ材料は、タバコ処理中に生じたタバコ葉片、タバコ茎、タバコ粉塵、及び／
又はタバコ葉の主要葉身片であり、前記水性スラリーに木材セルロース繊維を加えるステ
ップ及び／又は前記シートを形成するステップが製紙工程により行われる、
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ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記エアロゾルフォーマが香味料をさらに含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記香味料が、甘草、糖、果糖シロップ、イソスイート、ココア、ラベンダ、シナモン
、カルダモン、セロリ、コロハ、カスカリラ、白壇材、ベルガモット、ゼラニウム、ハニ
ーエッセンス、ローズ油、バニラ、レモン油、オレンジ油、ハッカ油、カッシア、キャラ
ウェー、コニャック、ジャスミン、カモミール、メントール、カッシア、イランイラン、
セージ、スペアミント、ジンジャー、コリアンダー又はコーヒーであることを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記エアロゾルフォーマがグリセリン以外の保湿剤をさらに含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記保湿剤がプロピレングリコールである、
ことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記グリセリン溶液がアセテート化合物をさらに含む、
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項１６】
　（ａ）前記シートをカット充填剤として加えた燃焼する喫煙物品の煙の１又はそれ以上
の成分の減少を促進するのに効果的な量でアセテート化合物が添加され、
　（ｂ）前記アセテート化合物が、アンモニアアセテート、カルシウムアセテート、又は
マグネシウムアセテートであり、
　（ｃ）前記アセテート化合物が、前記シートを乾燥させた後の該シートの約７重量％か
ら約１１重量％の間の量で添加されるアンモニアアセテートであり、
　（ｄ）前記アセテート化合物が、前記シートを乾燥させた後の該シートの約２．５重量
％から約５重量％の間の量で添加されるマグネシウムアセテートであり、又は、
　（ｅ）前記アセテート化合物が、前記シートを乾燥させた後の該シートの約７重量％か
ら約９重量％の間の量で添加されるカルシウムアセテートである、
ことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　喫煙物品を作成する方法であって、
　請求項１の前記シートをたたき、該シートを天然タバコ片と混合し、及びカット充填剤
に細断するステップと、
　前記カット充填剤を喫煙物品に加えるステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項１８】
　再構成タバコシートを作成する方法であって、
　タバコ処理中に生じるタバコ葉片、タバコ茎、タバコ粉塵、及び／又はタバコ葉の主要
葉身片を含むタバコ材料を含有する水性スラリーを調整するステップと、
　前記水性スラリーを、可溶性部分と繊維性部分とに分離するステップと、
　前記可溶性部分を加えずに、前記水性スラリーから分離された前記繊維性部分から製紙
工程によりシートを形成するステップと、
　前記シートの含水量を約３０重量％から約５０重量％の間に減少させるステップと、
　グリセリン溶液を含むエアロゾルフォーマを、周囲温度から約４０℃未満の間の温度で
前記シートに加えるステップと、
　前記シートを乾燥させて、グリセリン含有量が前記再構成タバコシートの約５０重量％
までの再構成タバコシートを提供するステップと、
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を含むことを特徴とする方法。
【請求項１９】
　前記グリセリン溶液が約５０体積％のグリセリンを含有し、
　前記グリセリン溶液が、香味料、保湿剤及び／又はアセテート化合物を含有し、及び／
又は、
　前記水性スラリーに木材セルロース繊維を加える、
ことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　喫煙物品を作成する方法であって、
　請求項１８の前記シートをたたき、前記シートを天然タバコ片と混合し、及びカット充
填剤に細断するステップと、
　前記カット充填剤を喫煙物品に加えるステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２１】
　タバコロッドを含む喫煙物品であって、該タバコロッドがラッパーに入れられたカット
充填剤を含み、該カット充填剤がタバコの混合物を含み、該混合物の２０％から３０％が
、請求項１８の前記方法により作成された再構成タバコシートの細断片を含む、
ことを特徴とする喫煙物品。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　タバコ製品の生成及び処理中に、製造工程（すなわち、ステミング、熟成、混合、切断
、乾燥、冷却、スクリーニング、成形及び包装）において生じたタバコ茎、葉片、及びタ
バコ粉塵などのタバコ副産物を再利用して、これらの有益なタバコ内容物を再生すること
ができる。これまで、このようなタバコ副産物は、当業界で再構成タバコシートとして知
られているものを形成してきた。
【０００２】
　一度調整すると、再構成タバコシートを全葉タバコと同じように切断して、シガレット
及びその他の喫煙物品に適したタバコ充填剤を生成することができる。再構成タバコシー
ト、方法、及び／又は生成用の装置は、同一出願人による米国特許出願第４，３４１，２
２８号（Ｋｅｒｉｔｓｉｓ他）、米国特許出願第５，７２４，９９８号（Ｇｅｌｌａｔｌ
ｙ他）、米国特許出願第５，２０３，３５４号（Ｈｉｃｋｌｅ）、米国特許出願第５，５
８４，３０６号（Ｂｅａｕｍａｎ他）、及び米国特許出願第６，２１６，７０６号（Ｋｕ
ｍａｒ他）にも記載されている。
【０００３】
　再構成タバコシートを製造するための工程は製紙機械を使用し、この機械では、タバコ
粒子の繊維性スラリーから水分を抜き取り、その後形成したシートを処理して乾燥させる
。このような製紙機械は、米国特許出願第３，２５５，７０６号（Ｓｅｌｋｅ）、米国特
許出願第４，５４２，７５５号（Ｓｅｌｋｅ他）及び米国特許出願第４，１８２，３４９
号（Ｓｅｌｋｅ）に記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許出願第４，３４１，２２８号
【特許文献２】米国特許出願第５，７２４，９９８号
【特許文献３】米国特許出願第５，２０３，３５４号
【特許文献４】米国特許出願第５，５８４，３０６号
【特許文献５】米国特許出願第６，２１６，７０６号
【特許文献６】米国特許出願第３，２５５，７０６号
【特許文献７】米国特許出願第４，５４２，７５５号
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【特許文献８】米国特許出願第４，１８２，３４９号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　再構成タバコシートを作成する方法が、タバコ材料を含有する水性スラリーを調整する
ステップを含む。水性スラリーからシートを形成し、その後シートの含水量を約５０重量
％未満に減少させる。エアロゾルフォーマを約４０℃よりも低い温度でシートに加え、そ
の後シートを乾燥させる。
【０００６】
　別の実施形態では、再構成タバコシートを作成する方法が、タバコ処理中に生じたタバ
コ葉片、タバコ茎、タバコ粉塵、及び／又はタバコ葉の主要葉身片を含むタバコ材料を含
有する水性スラリーを調整するステップを含む。水性スラリーは、可溶性部分と繊維性部
分とに分離される。可溶性部分を含まない、水性スラリーから分離された繊維性部分から
製紙工程によりシートを形成し、その後シートの含水量を約３０重量％から約５０重量％
の間に減少させる。グリセリン溶液を含むエアロゾルフォーマを、周囲温度と約４０℃未
満のとの間の温度でシートに加える。シートを乾燥させて、グリセリン含有量が再構成タ
バコシートの約５０重量％までの再構成タバコシートを提供する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】再構成タバコシートを作成する方法の例示的な実施形態を示すフロー図である。
【図２】再構成タバコシートを作成する方法の好ましい実施形態を示すフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　好ましい実施形態によれば、高エアロゾル形成内容物を含む再構成タバコシートを形成
する方法が、約５０重量％までのグリセリンを含む再構成シートを提供すると同時に、シ
ート上の粘着面を避けることができる。
【０００９】
　図１は、再構成タバコシートを作成する方法の例示的な実施形態を示す図である。ステ
ップ１０において、タバコ材料を含有する水性スラリーを調整する。次のステップ２０に
おいて、水性スラリーからタバコシートを形成する。ステップ３０において、水性スラリ
ーの含水量を５０重量％未満に減少させる。タバコシートの含水量を減少させた後、ステ
ップ４０において、エアロゾルフォーマを好ましくは約４０℃未満の温度でタバコシート
に加える。次に、ステップ５０において、タバコシートは乾燥工程をたどる。
【００１０】
　図２は、再構成タバコシートを作成する方法の好ましい実施形態を示す図である。第１
のステップにおいて、タバコ材料５２と水５４とを混合して水性スラリー５６を形成する
。タバコ材料５２は、タバコ処理中に生じたタバコ葉片、タバコ茎、タバコ粉塵、及び／
又はタバコ葉の主要葉身片であってもよい。例えば、タバコ材料５２は、タバコ葉片及び
／又はタバコ粉塵を含有するバランスで、少なくとも約５０重量％の茎、好ましくは約７
０～８０重量％の茎を含有することができる。タバコ材料５２は、再構成タバコシートの
強度を向上させるとともに茎の含有量の減少を可能にするための木材セルロース繊維など
の他の添加剤を含むことができる。
【００１１】
　水性スラリー５６は、パルプ化工程５８を受けて、可溶性部分６０と繊維性部分６２と
を生成する。例えば、水性スラリー５６を圧縮又は遠心分離して、可溶性部分６０を除去
することができる。可溶性部分６０は、再構成タバコ製造工程に再び加えられらずに廃棄
されることが好ましい。
【００１２】
　図２に示すように、本実施形態では、繊維性部分６２が精製工程６４を受けて、製紙を
行うために繊維性部分６２がより密に近づいた個々の繊維に加工される。（フォードリニ
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アマシンなどの）製紙工程６６により、繊維性部分６２をタバコシートに成形する。この
製紙工程６６中、（フォードリニアワイヤなどの）ワイヤメッシュを通じて過剰な水分を
抜き取ることによりシートの含水量が減少する。例えば、純粋な抜き取りにより、含水量
を約９８～９９重量％の開始含水量から約９５重量％に減少させることができる。別の例
では、抜き取りを水分の真空引きと組み合わせた場合、含水量を約８５％に減少させるこ
とができる。
【００１３】
　製紙工程６６の完了後、タバコシートは水分減少工程６８を受けてシートの含水量が減
少する。含水量は、５０重量％未満に減少するが、３０重量％よりも多いことが好ましい
。他の例示的な実施形態では、含水量が、４５重量％未満、４０重量％未満、又は３５重
量％未満に減少する。例えば、蒸気加熱金属ドラム（すなわちヤンキードライヤー）上に
シートを置いて含水量を減少させ、その後、任意でさらに小型の蒸気加熱表面ドライヤー
（すなわちカンドライヤー）上に置くことができる。
【００１４】
　水分減少工程６８後、シートにエアロゾルフォーマ溶液７２を加える。例えば、シート
をサイズプレス７０に通すことができ、ここでシートの両面にエアロゾルフォーマ溶液７
２を加えるように構成された２つの垂直又は水平ローラ間にシートが送り込まれる。エア
ロゾルフォーマ溶液７２は、他の添加剤７４を含むことができる。代替の実施形態では、
シート上にエアロゾルフォーマ溶液７２を噴霧し、或いはシートをエアロゾルフォーマ溶
液７２中に浸漬することができる。
【００１５】
　エアロゾルフォーマの例として、グリセリン、プロピレングリコール、エチレングリコ
ール、ジプロピレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、テト
ラエチレングリコール、及び／又はオレイルアルコールが挙げられる。
【００１６】
　１つの実施形態では、エアロゾルフォーマ溶液７２が約４０℃未満の温度でシートに加
えられる。他の例示的な実施形態では、エアロゾルフォーマ溶液７２が、約３０℃又は２
５℃未満又は周囲温度などの約３５℃未満の温度でシートに加えられる。
【００１７】
　グリセリンは、エアロゾルフォーマ溶液７２に好ましいエアロゾルフォーマである。グ
リセリンは、喫煙物品内で燃焼する際に不活性なグリセリンのエアロゾル及び水蒸気を生
成する。例えば、グリセリンエアロゾルフォーマを、約２０体積％から８０体積％のグリ
セリンを含有するエアロゾルグリセリン溶液の形でシートに加えることができる。代替の
実施形態では、グリセリン溶液が、約５０から８０体積％のグリセリンを含有することが
できる。水性グリセリン溶液は、約７５体積％から約８０体積％の間のグリセリンを含有
することが好ましい。約１００％のグリセリン溶液を使用しようと試みても、グリセリン
のタバコ材料への吸収が悪くなり、製造工程において問題となる可能性のある粘着面が生
じることになる。
【００１８】
　エアロゾルフォーマ溶液７２はまた、香味料、（グリセリン以外の）保湿剤、及び／又
はアセテート化合物などの他の添加剤７４を含有することもできる。香味料の例として、
甘草、糖、果糖シロップ、イソスイート、ココア、ラベンダ、シナモン、カルダモン、セ
ロリ、コロハ、カスカリラ、白壇材、ベルガモット、ゼラニウム、ハニーエッセンス、ロ
ーズ油、バニラ、レモン油、オレンジ油、ハッカ油、カッシア、キャラウェー、コニャッ
ク、ジャスミン、カモミール、メントール、カッシア、イランイラン、セージ、スペアミ
ント、ジンジャー、コリアンダー、コーヒーなどが挙げられる。グリセリン以外の保湿剤
の例として、プロピレングリコールなどが挙げられる。
【００１９】
　グリセリン濃度の高いタバコ材料はまた、任意の添加剤を含有することもできる。アセ
テートは、特にグリセリンとの組み合わせにおいてタバコ煙のＴＰＭ細胞毒性の減少を促
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進する可能性があるとされてきた。アセテート化合物は、燃焼する喫煙物品の煙中のＴＰ
Ｍ又はフェノール成分をさらに減少させることができる。１つの実施形態では、アセテー
ト化合物に、アンモニウムアセテート、カルシウムアセテート、及び／又はマグネシウム
アセテートが含まれる。カット充填剤としてシートを加えた燃焼する喫煙物品の煙中のカ
テコール、ヒドロキノン、フェノール、又はＴＳＮＡの減少を促進するのに効果的な量で
１又はそれ以上のアセテート化合物が添加される。
【００２０】
　図２に示すように、エアロゾルフォーマ溶液７２を加えたサイズプレス７０にシートを
通した後、シートは乾燥工程７６を受ける。例えば、乾燥工程７６は、トンネル又はエプ
ロンドライヤにシートを通すステップを含むことができる。
【００２１】
　エアロゾルフォーマ溶液７２をグリセリンとする１つの実施形態では、乾燥時に非粘着
シートを生成するのに効果的な量でグリセリン溶液が添加される。別の実施形態では、乾
燥後のタバコシートの５０重量％までの量でグリセリン溶液が添加される。
【００２２】
　アンモニウムアセテートを、乾燥後のシートの約５から２０重量％の間、好ましくは約
１０から１２％の間の量でタバコシートに加えることができる。カルシウムアセテートは
、乾燥後のシートの約１から１０重量％の間、好ましくは約４％の間の量で加えることが
できる。マグネシウムアセテートは、乾燥後のシートの約５～２０重量％の間、好ましく
は約８から１０％の間の量で加えることができる。
【００２３】
　乾燥工程７６の後、ステップ７８において、（グリセリンなどの）エアロゾルフォーマ
を含有するシートを、機械的フィンガでたたき、又はむち打って天然タバコの葉身片と同
様の大きさの断片にし、或いは一辺が約２から４インチの間のひし形片に切断する。再構
成タバコシート片を天然タバコ片と混合し、混合物全体をカット充填剤に細断して喫煙物
品に加える。不活性エアロゾルによる喫煙物品中のタールの希釈による全体的なＴＰＭの
減少は、喫煙物品に加えられたグリセリンの量に比例する。
【００２４】
　細断したタバコシート片（「ＳＴＳＰ」）は、喫煙物品のタバコロッド部分に加えられ
たタバコ充填剤の混合物の約５％から６０％を構成することができる。上述の混合物包含
範囲の上限では、グリセリン含有量が増えることにより、特に高湿度条件下においてタバ
コロッドのラッパーに染みがつく傾向にあることがある。低染みつき傾向の包装紙を選択
することにより、及び／又はタバコロッドに二重包装を用いることにより、染みの影響を
改善することができる。
【００２５】
　煙の生物活性に関して、（２／３のベースウェブ、１／３のグリセリンを含む）２０％
から３０％のＳＴＳＰを含有する混合物から作成したシガレットでは、同様のフィルタ構
成及び同様の硬度のＳＴＳＰを含まない対照シガレットと比較して、粒子状物質（ＴＰＭ
）の生物活性であるＡｍｅｓ及び細胞毒性が減少することが実証された。
【００２６】
　特に、ＳＴＳＰの包含率が２０％の場合、特異的変異原性（Ａｍｅｓ　ＴＡ９８　ｗ／
Ｓ９）が３５％減少し、特異的ニュートラルレッド取込（ＮＲＵ）細胞毒性（１／ＥＣ５
０，ｍｌ／ｍｇ－ＴＰＭ）が２７％減少した。ＳＴＳＰの包含率が３０％の場合、特異的
変異原性（Ａｍｅｓ　ＴＡ９８　ｗ／Ｓ９）が３５％減少し、特異的ニュートラルレッド
取込（ＮＲＵ）細胞毒性（１／ＥＣ５０，ｍｌ／ｍｇ－ＴＰＭ）が３９％減少した。
【００２７】
　ＳＴＳＰは、混合充填剤の約２０％から３０％を構成できることが好ましく、この場合
、上述の生物活性の減少を実現することができ、染みつき傾向が低下し、ＳＴＳＰを包含
することによる知覚に対する好ましくない影響が改善される。
【００２８】
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　上述の実施形態について詳細に説明したが、当業者にとっては、添付の特許請求の範囲
から逸脱することなく様々な変更及び修正を行うとともに同等物を使用できることが明ら
かであろう。
【符号の説明】
【００２９】
１０　タバコ材料を含有する水性スラリーを調整
２０　タバコ材料からシートを形成
３０　シートの含水量を約５０重量％未満に減少
４０　エアロゾルフォーマを約５０℃未満の温度でタバコシートに加える
５０　シートを乾燥

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年11月10日(2009.11.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　再構成タバコシートを作成する方法であって、
　タバコ材料を含有する水性スラリーを調整するステップと、
　前記水性スラリーからシートを形成するステップと、
　前記シートの含水量を約５０重量％未満に減少させるステップと、
　約４０℃未満の温度の状態にあるエアロゾルフォーマを前記シートに加えるステップと
、
　前記シートを乾燥させるステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記エアロゾルフォーマがグリセリン溶液である、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記グリセリンが、前記乾燥シートの約５０重量％までの量で添加される、
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記シートを形成するステップが、前記タバコ材料を可溶性部分と繊維性部分とに分離
するステップと、前記可溶性部分を加えずに前記繊維性部分から前記シートを形成するス
テップと、
をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　（ａ）前記グリセリン溶液が、約２０体積％から８０体積％のグリセリンを含有し、
　（ｂ）前記グリセリン溶液が、約５０体積％から８０体積％のグリセリンを含有し、
　（ｃ）前記グリセリン溶液が、約７５体積％から８０体積％のグリセリンを含有し、又
は、
　（ｄ）前記グリセリン溶液が、約５０体積％のグリセリンを含有する、
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　（ａ）前記シートの含水量を約３０重量％から約５０重量％に減少させるステップと、
　（ｂ）前記エアロゾルフォーマを加える前に、前記シートの含水量を約４５重量％以下
に減少させるステップか、又は、
　（ｃ）前記エアロゾルフォーマを加える前に、前記シートの含水量を約３０重量％未満
に減少させるステップか、
を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記エアロゾルフォーマが香味料をさらに含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記エアロゾルフォーマがグリセリン以外の保湿剤をさらに含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記グリセリン溶液がさらに、
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　（ａ）アンモニアアセテート、カルシウムアセテート、又はマグネシウムアセテートで
あり、
　（ｂ）前記シートを乾燥させた後の該シートの約７重量％から約１１重量％の間の量で
添加されるアンモニアアセテートであり、
　（ｃ）前記シートを乾燥させた後の該シートの約２．５重量％から約５重量％の間の量
で添加されるマグネシウムアセテートであり、又は、
　（ｄ）前記シートを乾燥させた後の該シートの約７重量％から約９重量％の間の量で添
加されるカルシウムアセテートである、
を含むことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項１０】
　喫煙物品を作成する方法であって、
　請求項１に記載の方法で再構成タバコシートを作成し、
　前記シートをたたき、該シートを天然タバコ片と混合し、及びカット充填剤に細断する
ステップと、
　前記カット充填剤を喫煙物品に加えるステップと、
を含むことを特徴とする方法。
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